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1　はじめに

　　何故、 今、 石臼について知りたいと思ったのか。 私が所属する普及資料課の業務のひとつに宮崎

県埋蔵文化財センター （以下、センター） 分館内の展示業務がある。 年に数回展示替えを行うのだが、

私は某遺跡の出土品である石臼片を茶臼と気づかずに展示してしまった。 別の職員からの指摘により

事なきを得たが、 いくら破片といえども茶臼と粉挽き臼の見分けがつかないとはなんたることだ。 専門

外と言えばそれまでだが、 せめて見分けがつくくらいには理解したい、 そう思い立ったのが動機のひと

つである。

　　まずは実物を見てみよう、 とセンター所蔵資料を観察することから始めた。 収蔵資料のリスト上で

は全部で 84 点の石臼を所蔵していた。 茶臼限定で進める予定だったが、報告書によっては粉挽き臼・

茶臼の分別がないものもみられたため、 全点確認することにした。 センター所蔵分という恣意的な資

料区分であるが、 今後につながるよう雑感を記した次第である。

2　資料検討の方法について

　　センター所蔵の石臼は、 未報告資料も含め 32 遺跡から 84 点出土している。 内訳は粉挽き臼 39

点、 茶臼 26 点、 「不明石製品」 として報告されているもの 1 点、 未報告 18 点である。

　　実見の結果、 粉挽き臼 50 点、 茶臼 33 点、 石臼以外 （砥石か） 1 点とした。 詳細は表 1 ・ 2 に

記している。

（1） 計測値 ・ 各部名称 ・ 上下分別方法について

　　粉挽き臼の各部名称については三輪茂雄、 茶臼については桐山秀穂の名称を踏襲する （三輪

1978・桐山 1996）。 また、臼面直径は報告書に記載がない事例が多く、その場合は筆者が計測を行っ

た。 分画については一分画の外周から中心角を割り出し、 角度から分画数を算出した。 例えば、 中

心角が 60°の場合は 360 ÷ 60 ＝ 6 分画、といった具合である。 残存率については、周縁付近 ( 側面 )

しか残存していない場合、 外周から中心角を計算し、 全周に占める割合を残存率として記した。 その

ため、 周縁付近のみの破片である場合、 正確な数値とはいえない資料もある。 後述するが、 石臼廃

棄時の破砕行為に関し、 何分割に割るのか何らかの規則性があるのではないかと思い、 このような計

測方法をとった。

　　臼の上下の分別は、 粉挽き臼は芯棒受け、 供給孔、 側面に挽手孔のいずれかが確認できるもの、

これらの部分が破損している場合は、 臼面にものくばりの痕跡、 臼面の反対面に上縁やくぼみが確認

できる場合は上臼とした。 下臼は供給孔がないもの、 または中央に芯棒孔があるものを下臼とした。

これらの特徴が破損により確認できない破片は上下不明とした。

　　茶臼は、 粉挽き臼と大きく構造が異なり、 全体像がつかめれば粉挽き臼との分別は容易である。 ま

ず臼面径は 20 ㎝前後と粉挽き臼と比べ小さい。 上臼は供給孔 ( 軸穴） が臼面中央にあり、 臼面の

反対面に上縁 ・ くぼみの有無、 側面に挽木孔および台座文様の有無で判断した。 下臼は受皿が作り

付けられた独特の形状をしている。

　　石材同定については、 当センターの松田清孝が行った。
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（2） 粉挽き臼について

　　本論の対象となった石臼片 83 点中、

粉挽き臼は 50 点確認された。 出土遺

跡の性格は、 集落跡、 城館跡、 屋敷地、

水田跡等がみられる。 出土遺構は、 遺

構外 15 例、 道路状遺構 12 例、 掘立

柱建物跡 ・ 柱穴 8 例、 水路跡 ・ 溝状

遺構 5 例、 曲輪 3 例、 不明遺構 3 例、

墓1例、井戸1例、中世の集石遺構1例、

古墳時代の住居跡 1 例であった。 遺構

の時期はおおよそ中世から近世に収ま

る。 本論は石臼の構造 ・ 使用石材や廃

棄にともなう傾向を把握することが目的

のため、 年代についてはこれ以上の言

及はしない。

　　臼の上臼 ・ 下臼の分別は、 粉挽き臼 50 点中、 上臼 35 点、 下臼 9 点、 上下不明 6 点であった。

不明の 6 点を除いた石臼全体の約 80％が上臼であった。 また、 完形は 2 点のみで、 96％は欠損

品であった。

　　上臼の多さについては、 神奈川県下出土石臼の検討を行った小池聡によると、 下臼の上を回転運

動して機能する上臼の方が臼作業面の消耗度は激しいとされ、 何度も目を切り直し、 使用不能になる

まで使い廃棄したものが多いためとされる （小池 2000）。 センター出土資料の上臼 35% にあたる

12 点も臼面は摩耗し、 目が確認出来ない状態であったことから、 使用不能になったため廃棄されたと

考えられる。

　　これに対し下臼は、 消耗の割合が低いとされる （小池 2000）。 センター出土資料の下臼臼面も、

目つぶしされたもの以外はまだ使用可能状態で、 上臼ほど消耗されていない様子がうかがえる。 これ

らのことから、 消耗し使用不可能となった上臼は廃棄され、 下臼は使用可能であったものの場合によっ

ては目つぶし等を行い、 セットで使用していた上臼と共に廃棄されたと考えられる （小池 2000）。 た

だしセンター出土資料は、 上下の出土割合に大きく差が認められることから (1)、 使用不能となった上

臼のみ廃棄、 下臼は上臼を交換し、 そのまま使用し続けた場合もあったと推測される。。

　　次に石材別にみていくことにする。 粉挽き臼 50 点中　阿蘇溶結凝灰岩製 33 点 (12 遺跡、 全て

阿蘇 4)、 砂岩製 15 点 (11 遺跡 )、 不明 2 点 （1 遺跡　実見不可） であった。 阿蘇溶結凝灰岩は、

宮崎県では主に五ヶ瀬川 ・ 五十鈴川の周辺にて産出される岩石である。 そのため出土遺跡の所在地

は延岡市 ・ 日向市 ・ 日之影町の県北地区 4 遺跡で 26 例と大半を占めた。 そのほか数は少ないが、

宮崎市 3 遺跡 4 例、 児湯郡川南町 2 遺跡 2 例、 児湯郡高鍋町 1 遺跡 1 例、 そして都城市の高樋

遺跡にて 1 例出土していることから産出地である県北地域以外にも広く県内に流通していたことが認

められる。

　　一方で、 砂岩は全て四万十累層群のもので、 県内各地で産出する身近な石材である。 出土遺跡

の所在は宮崎市 8 遺跡 9 例、 西都市 1 遺跡 3 例、 新富町 1 遺跡 1 例、 川南町 1 遺跡 1 例と宮崎

市内と児湯郡域に集中した。 この出土地域の偏りが何を意味するのか、 母数が少ないためあまり憶測

を述べるのは避けたいが、 興味深い結果である。

図 1　粉挽き臼の各部名称 （三輪 1978より改変）
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　　最後に臼の破砕状況について考える。 堀田孝博、

小池聡が指摘するように出土石臼の 9 割以上が破

砕しているも関わらず、 接合資料が少ない、 1/2 ま

たは 1/4 に分割し廃棄された可能性が高いことから、

廃棄時に何らかの意識が働いているとされる （堀田

1998 ・ 小池 2000）。 こうした現象は、 不要となった

粉挽き臼を 「魂抜き」 と称し、 二つに割って廃棄する

行為（三輪1978）ではないかと考えられている。以下、

上下別 ・ 石材別に検討する。

　　上臼は、 阿蘇溶結凝灰岩 26 点 ・ 砂岩 9 点が出土

しているが、 砂岩製上臼は最小破片の残存率が約 1/4 であるのに対し、 阿蘇溶結凝灰岩製上臼は

3/40 と上臼の割られている大きさも後者の方がより細かく割られる傾向がみられた。

　　下臼は、 阿蘇溶結凝灰岩製石臼 （2 点） の残存率は 1/4、 砂岩製 （7 点） は高岡麓遺跡出土の

1/5 片と 1/4 片の接合片が最小であった。 下臼は上臼ほど細かく割られてはいないが、 臼として使

用不能にし廃棄するためか、 臼面の目を潰す 「目つぶし」 行為が行われていた。 前原北遺跡 （宮崎

市） 出土の下臼臼面央にみられる工具で石を抉ったような痕跡や宮ノ東遺跡 （西都市） 出土下臼臼

面に残る敲打痕のようなものがこれに該当する。

（3） 茶臼について

　　茶臼は上臼 15 点、 下臼 6 点、 下臼受皿片 12 点の計 33 点出土している。 茶臼は、 碾茶を抹

茶にするための挽き臼であり、 その他にも火薬 ・ 薬の精製に使用されたともいわれている ( 三輪

1978 ・ 桐山 1996)。 一種の茶道具であるため寸法や形状には規矩があり、 大きく逸脱することはな

いと思われる。 臼面径も大きく分けて 「膝臼」 といわれる直径 15 ～ 16 ㎝内の 1 群と 16 ～ 22 ㎝

内の 1 群に分かれる ( 桐山 1996)。 センター所蔵資料の茶臼 33 点中、 推定も含め臼面径のわかる

17 点中、 本城跡 （城館跡） 出土の上臼 （図 12 ‐ 70） 1 点のみが膝臼の径に該当した。 ただし、 こ

の上臼は未製品なのか臼面は工具痕が残され研磨されておらず、 かつ溝が切られていない状態であ

る。 それ以外の茶臼は 16 ～ 22 ㎝内に収まった。 特に 6 ～ 7 寸 ( 約 18.2 ～ 21.2 ㎝ ) 内のものが

16 点中 12 点と多数を占める。 また、 臼面の分画数は判断可能な臼片 12 点すべて 8 分画であった。

　次に出土遺跡の性格をみてみよう。 城館跡 2 遺跡 11 例、屋敷地 2 遺跡 5 例、寺院跡 1 遺跡 3 例、

水田跡 1 遺跡 1 例、 集落跡 6 遺跡１３例と、 水田跡以外は支配者層の居住地的な遺跡であり、 集落

跡も区画溝等で整備された掘立柱建物跡が並ぶ居館的な集落にて出土する傾向がみられた。 出土遺

構は道路状遺構 8 例、 溝状遺構 6 例、 土坑 5 例、 曲輪 2 例、 柱穴 2 例、 堀切 1 例、 遺構外 9 例

であった。

　　石材は、 33 点中 30 点が砂岩製、 阿蘇溶結凝灰岩製 2 点、 花崗岩製 1 点と圧倒的に砂岩製が

多く、 全体の 90％を占めていた。 阿蘇溶結凝灰岩製は塩見城跡 ( 日向市 ) と曽井第 2 遺跡 （宮崎

市）、 花崗岩製は林遺跡 （延岡市） 出土であり、 出土地域による石材の偏りは認められなかった。 ま

た、 粉挽き臼に用いられた砂岩とは、 その色味、 石英含有量や粒子の細かさ等に違いがみられ、 よ

り細かく磨り潰せるよう石材を選別していたと思われる （2）。

　　台座文様は上臼片 8 点にて確認された。 二重方形 6 点、 菱文 2 点の 2 種類のみ認められた。 菱

文を有する茶臼 2 点が出土した遺跡の性格は寺院跡 （図 9 ・ 12 ‐ 73） と屋敷地 （表 2 ‐ 77） で、

いずれも時期は近世である。 二重方形の茶臼は中世の城館跡 （図 8 ‐ 56 ・ 57、 図 12 ‐ 70） と集

図2　茶臼の各部名称 （桐山 1996より改変）
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落 （図 10 ‐ 81）、 近世の集落 （図 10 ‐ 79） となった。 台座文様は使用者の階層差が現れる （桐山

1996） 部分ともいわれているが、 センター所蔵資料からは、 出土遺跡の性格による明確な階層差は

認められなかった。 ちなみに菱文を有する 2 点は側面の表面加工や工具痕に共通点が認められること

から、 同一石工団体が製作した製品とも考えられる。

　　最後に、 茶臼廃棄時の破砕状況について考える。 上臼は、 15 点中完形 1 点、 1/2 残存が 2 点、

それ以下の破片は 12 点であった。 下臼は、 受皿部の口縁部を打ち欠かれた以外はほぼ完形 1 点、

1/2 が 2 点、 1/4 が 2 点、 それ以下の破片 1 点に加え受皿破片が 12 点であった。 特に下臼の破砕

状態がただ割るだけでなく興味深い。 八幡遺跡出土の下臼 （表 2・図 11‐76） は、臼面が削り取られ、

台石皿のような状態になっていた。 林遺跡 ・ 塩見城跡出土の下臼は、 受皿部が全周とも意図的に打

ち欠いた痕跡が認められる。 また、 臼面には執拗な敲打痕 ・ 目つぶしが認められる。 このような通常

の使用ではありえない破損がみられることから、 廃棄時に意識的な破砕が行われていたと考えられる

（堀田 1998）。

3　おわりに

　センター所蔵資料という恣意的な資料ではあったが、 全出土遺物を一堂に集め、 資料を比較しなが

ら観察する事で、 石製品初心者ながら多くの視点を得ることが出来た。 とはいえ未報告資料の図面化

や、県内の民俗事例等、網羅できなかった部分も数多くあり、次年度以降も探求し続けてゆきたいテー

マである。
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註

（1） 神奈川県下出土の粉挽き臼は総数 149 点 （上臼 82 点、 下臼 69 点） である。 全体の 55% が上臼とい

う結果について小池聡は、 一対として使用されてきた粉挽き臼は上臼廃棄時点で下臼は目切りによる補正可

能状態であっても廃棄されたのではないかと推測している。

（2） 松田清孝のご教示による。
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欠

損
大

　
挽

孔
・
供

給
孔

あ
り

(報
告

書
で

は
杭

孔
・
軸

孔
あ

り
と

記
載

）
側

面
・
上

縁
周

辺
の

加
工

痕
が

小
円

形
で

細
か

く
装

飾
的

　
黒

色
加

工
さ

れ
て

い
る

　
4

7
6

9
も

同
様

。
3

4
2

6
6

図
5

3
1
2

遺
構

外
下

臼
か

砂
岩

臼
面

8
分

画
 副

溝
1
2

本
5

/
9

(2
9

.0
)

7
.9

2
0

0
目

つ
ぶ

し
か

　
臼

面
に

敲
打

痕
？

3
5

未
報

告
児

湯
郡

新
富

町
上

日
置

城
空

堀
跡

遺
跡

城
館

跡
遺

構
外

上
臼

砂
岩

1
/
4

(2
7

.0
）

7
.1

9
0

上
縁

あ
り

、
く

ぼ
み

部
分

平
坦

3
6

未
報

告
小

山
尻

東
遺

跡
散

布
地

集
石

遺
構

中
世

上
臼

砂
岩

3
/
8

(2
6

.0
）

1
0

.7
1
6

3
上

縁
な

し
　
上

く
ぼ

み
は

供
給

孔
に

向
か

っ
て

傾
斜

　
副

溝
1
本

の
区

画
と

6
本

の
区

画
あ

り
、
区

画
幅

一
定

で
は

な
い

　
こ

ぼ
れ

目
か

3
7

未
報

告
前

原
北

遺
跡

散
布

地
・
集

落
遺

構
外

中
世

下
臼

砂
岩

四
万

十
層

由
来

完
形

2
6

.0
1
1
.5

3
6

0
一

部
臼

面
中

央
工

具
に

よ
る

工
具

に
よ

執
拗

な
る

彫
込

あ
り

　
廃

棄
に

伴
う

目
つ

ぶ
し

か
　
外

周
付

近
は

溝
が

残
っ

て
い

る
が

、
溝

上
に

重
な

る
よ

う
に

別
の

溝
も

し
く

は
工

具
に

よ
る

彫
込

が
あ

り
、
見

分
け

が
困

難
3

8
8

0
図

5
上

臼
記

述
な

し
完

形
3

0
.5

9
.0

記
述

な
し

実
見

出
来

ず
　
図

面
に

て
確

認
　
丸

み
帯

び
た

上
縁

あ
り

3
9

8
0

図
6

上
臼

記
述

な
し

2
/
3

3
0

.0
1
1
.0

記
述

な
し

実
見

出
来

ず
　
図

面
に

て
確

認
　
上

面
平

ら
な

上
縁

あ
り

　
く

ぼ
み

面
平

ら

4
0

未
報

告
上

の
原

第
2

遺
跡

集
落

墓
跡

近
世

上
臼

砂
岩

溝
　

放
射

状
3

/
4

（
1
/
2

片
と

1
/
4

片
の

接
合

）
2

8
.6

7
.2

1
8

0
と

9
0

一
部

上
縁

低
め

　
く

ぼ
み

面
平

ら
　
供

給
孔

周
辺

赤
化

　
1
/
4

と
1
/
2

に
破

砕
さ

れ
、
別

々
の

墓
跡

よ
り

出
土

し
た

も
の

を
接

合
し

た
4

1
未

報
告

石
用

遺
跡

生
産

遺
跡

水
路

跡
近

世
以

降
上

臼
阿

蘇
溶

結
凝

灰
岩

1
/
4

(2
7

.2
)

9
.1

8
4

上
縁

 丸
み

を
帯

び
た

形
状

4
2

4
9

図
3

8
0

本
城

跡
城

館
跡

曲
輪

中
世

以
降

下
臼

砂
岩

四
万

十
層

由
来

1
/
4

(2
6

.8
)

1
0

.1
9

0
一

部
臼

面
の

溝
、
深

く
明

瞭

4
3

1
0

8
図

5
5

0
曽

井
第

2
遺

跡
寺

院
跡

遺
構

外
近

世
下

臼
阿

蘇
溶

結
凝

灰
岩

1
0

分
画

　
副

溝
8

～
9

本
1
/
3

(2
5

.5
)

6
.5

1
2

5
一

部
外

周
縁

部
分

を
除

い
て

細
か

い
擦

痕
あ

り
4

4
1
5

図
2

5
旭

２
丁

目
遺

跡
生

産
・
集

落
柱

穴
中

世
～

近
世

上
臼

阿
蘇

溶
結

凝
灰

岩
3

/
7

(3
0

.0
)

1
1
.4

1
5

0
一

部
丸

み
を

帯
び

た
上

縁
あ

り
　
上

面
く

ぼ
み

は
供

給
孔

に
向

か
っ

て
傾

斜
4

5
未

報
告

宮
崎

市
清

武
町

浦
田

遺
跡

散
布

地
・
集

落
遺

構
外

上
臼

砂
岩

1
0

分
画

　
副

溝
5

～
6

本
1
/
4

(2
7

.2
)

1
0

.9
9

0
上

縁
あ

り
、
く

ぼ
み

面
平

ら
　
溝

の
重

な
り

あ
り

、
目

つ
ぶ

し
か

4
6

1
3

3
図

0
1

遺
構

外
上

臼
砂

岩
臼

面
1
0

分
画

　
副

溝
6

～
9

本
1
/
3

(3
0

.2
)

8
.5

1
2

3
一

部
上

縁
低

め
・
く

ぼ
み

面
供

給
孔

に
向

か
っ

て
ゆ

る
や

か
に

傾
斜

　
黒

色
付

着
　
　
曲

線
的

な
目

立
て

4
7

1
4

7
図

0
1

溝
状

遺
構

上
臼

砂
岩

2
分

画
か

　
副

溝
3

〜
7

本
2

/
5

(2
3

.6
)

1
1
.9

1
4

3
一

部
報

告
書

で
は

安
山

岩
　
出

土
遺

構
は

「
S

E
 ６

」
と

あ
る

が
、
「
S

E
1
−

6
」
の

間
違

い
　
上

縁
な

く
、

上
く

ぼ
み

面
供

給
孔

に
向

か
っ

て
傾

斜
　
臼

面
の

溝
非

常
に

粗
く

曲
線

的
　
目

を
切

り
直

し
て

い
る

か

4
8

3
1
図

9
2

高
岡

麓
遺

跡
集

落
・
屋

敷
地

溝
状

遺
構

近
世

下
臼

か
砂

岩
6

分
画

　
副

溝
1
3

本
の

細
溝

の
上

か
ら

副
溝

4
本

の
太

溝
が

重
な

る
3

/
7

（
1
/
5

片
と

1
/
4

片
の

接
合

）
(2

5
.6

）
6

.5
7

5
°と

8
0

°
片

の
接

合
報

告
書

図
面

上
で

は
上

臼
と

し
て

報
告

さ
れ

て
い

る
が

、
中

央
の

穴
を

軸
孔

と
し

て
考

え
る

と
、

下
臼

の
可

能
性

が
高

い

4
9

4
6

図
1
4

学
頭

遺
跡

散
布

地
・
集

落
遺

構
外

下
臼

砂
岩

四
万

十
層

由
来

8
分

画
　
副

溝
4

〜
5

本
1
/
2

(2
6

.4
）

8
.9

1
8

0
断

面
全

体
、
臼

面
に

黒
色

付
着

5
0

7
0

図
5

4
9

都
城

市
高

樋
遺

跡
集

落
・
屋

敷
地

柱
穴

上
臼

阿
蘇

溶
結

凝
灰

岩
8

分
画

か
　
副

溝
5

本
2

/
7

(3
5

.4
)

1
2

.0
1
0

0
上

縁
か

ら
供

給
孔

へ
な

だ
ら

か
に

傾
斜

1
8

図
2

0
1

西
都

市
次

郎
左

衛
門

遺
跡

土
坑

墓
砥

石
砂

岩
報

告
書

で
は

臼
だ

が
、
厚

み
の

な
さ

と
目

、
径

の
小

さ
さ

よ
り

砥
石

と
判

断

散
布

地
・
集

落

中
世

中
世

中
世

～
近

世

中
世

遺
構

外

宮
崎

市
高

岡
町

堂
地

東
遺

跡

宮
崎

市
田

野
町

天
神

河
内

第
1
遺

跡

日
向

市

児
湯

郡
川

南
町

西
都

市

宮
崎

市

宮
ノ

東
遺

跡

銀
座

第
１
遺

跡
（
一

・
二

・
三

・
四

次
調

査
）

塩
見

城
跡

遺
跡

山
田

遺
跡

延
岡

市

集
落

集
落

集
落

城
館

跡

 石
材

は
高

岡
石

(
姶

良
入

戸
溶

結
凝

灰
岩

)
と

報
告

さ
れ

て
い

る

表
1
　
宮
崎
県

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
粉
挽
臼
の
一
覧
表
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報
告

書
番

号
所
在
地

遺
跡
名

性
格

遺
構

遺
構
の
年
代

石
材

臼
面
形
態

残
存
率

台
座
文
様

臼
面
径

受
皿
径

高
さ

赤
化
　
黒
化

備
 考

5
1

4
3
図

 3
0

延
岡
市

林
遺
跡

集
落
・
水
田
跡

柱
穴

中
世
～
近
世

下
臼

花
崗
岩

8
分
画
　
副
溝

9
本

1
/
6

（
1
7

.6
）

9
.1

報
告
書
で
は
石
臼
　
隣
接
す
る
主
溝
に
平
行
な
溝
が

2
本
、
副
溝
を
切
る
様
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
　
受
皿
　
意
図
的
に
破
砕
か

5
2

1
6

5
図

 1
1
4

2
上
臼

砂
岩

○
加
熱
に
よ
る
剥
落
あ
り

5
3

1
6

5
図

 1
1
4

3
上
臼

砂
岩

1
/
3

（
1
8

.0
）

○
全
体
的
に
赤
化

5
4

1
6

5
図

 1
1
4

4
上
臼

砂
岩

8
分

画
　
副

溝
6
本

 
1
/
4

○
一
部
赤
化
　
上
面
ま
で
の
高
さ

1
0

.6
㎝

5
5

1
6

5
図

 1
1
4

5
上
臼

砂
岩

8
分
画
　
副
溝

8
本

2
/
9

（
1
8

.0
）

1
3

.9
○

全
体
的
に
赤
化
　
割
れ
口

3
面

5
6

1
6

5
図

 1
1
4

6
上
臼

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩

8
分
画
　
副
溝

8
本

2
/
7

二
重
方
形

（
1
7

.0
）

5
7

1
6

5
図

 1
1
4

7
上
臼

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩

8
分

画
　
副

溝
4
〜

6
本

5
/
9

二
重
方
形

（
1
8

.0
）

1
2

.0
○

全
体
的
に
赤
化
　
1
3

0
°片

と
7

0
°片

が
接
合

5
8

1
6

5
図

 1
1
4

8
下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
7

受
け
皿
口
縁
部
は
細
か
く
破
砕
さ
れ
て
い
る

5
9

1
6

5
図

 1
1
4

9
下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
8

6
0

1
6

5
図

 1
1
5

0
曲
輪

下
臼

砂
岩

8
分
画
　
副
溝

7
本

ほ
ぼ
完

形
1
8

.5
1
1
.1

受
皿
全
周
破
砕
　
臼
面
に
執
拗
な
好
打
痕
あ
り
　
目
つ
ぶ
し
か

6
1

1
6

6
図

 1
1
5

1
堀
切

下
臼

砂
岩

8
分
画
　
副
溝

9
本

1
/
2

（
1
8

.0
）

1
2

〇
一
部
赤
化
　
台
座
部
分
も
破
砕

6
2

8
7
図

 2
3

8
上
臼

砂
岩

2
/
7

（
1
9

.6
）

上
臼
上
部
片
　
臼
面
欠
損
　
供
給
孔
一
部
残
存

6
3

8
7
図

 2
3

9
上
臼

砂
岩

2
/
7

二
重
方
形

（
1
9

.2
）

臼
面
の
溝
非
常
に
粗
く
摩
耗
し
て
い
る
　
目
を
切
り
直
し
て
い
る
か

6
4

8
7
図

 2
4

0
下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
5

○
一
部
赤
化
　
割
れ
口
に
タ
ー
ル
付
着

6
5

8
1
図

 2
5

5
上
臼
片

砂
岩

（
1
6

.8
）

報
告
書
で
は
受
皿
片
と
な
っ
て
い
る
が
、
径
の
小
さ
さ
、
先
端
部
分
が
直
角
で

あ
る
こ
と
か
ら
上
臼
片

(上
縁
付
近
）
と
判

断

6
6

8
1
図

 2
5

6
下
臼
受
皿

砂
岩

○
加
熱
に
よ
る
黒
変
割
れ
口
に
あ
り
。
一
部
赤
化
、
口
縁
部
分
が
欠
損
し
て
お
り
意

図
的
か

6
7

未
報
告

下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
1
2

（
3

1
.0

）
○

加
熱
に
よ
る
黒
変
あ
り

6
8

未
報
告

遺
構
外

中
世
～
近
世

下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
2

4
○

加
熱
に
よ
る
黒
変
あ
り

6
9

2
8
図

 1
6

4
高
鍋
町

崩
戸
遺
跡

散
布
地
・
集
落

遺
構
外

中
世

下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
1
0

（
3

5
.0

）
内
面
に
漆
？
全
体
に
付
着

 た
だ
、
割
れ
口
に
も
付
着
し
て
い
る
の
で
断
定
で
き

ず
7

0
未
報
告

本
城
跡

城
館
跡

曲
輪

中
世

上
臼

砂
岩

1
/
2

二
重
方
形

(1
5

.8
)

1
2

.2
臼
面
全
体
に
工
具
痕
残
る
　
未
製
品
か

7
1

2
9
図

 1
5

保
木
下
遺
跡

散
布
地
・
水
田
跡

遺
構
外

中
世
～
近
世

下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
1
2

（
4

1
.2

）
○

報
告
書
で
は
「
不
明
石
製
品
」
　
一
部
赤
化
、
黒
化

7
2

1
0

8
図

 5
4

9
寺
院
跡

遺
構
外

下
臼
受
皿

砂
岩

1
/
9

（
3

5
.6

）
報
告
書
で
は
凝
灰
岩
　
一
部
赤
化

7
3

1
0

8
図

 5
5

1
寺
院
跡

遺
構
外

上
臼

砂
岩

8
分

画
　
副

溝
8
〜

9
本

1
/
2

菱
文

（
1
9

.6
）

1
2

.5
報
告
書
で
は
凝
灰
岩
　
側
面
黒
色
化
　
釜
肌
を
思
わ
せ
る
工
具
痕

7
4

1
0

8
図

 5
5

2
寺
院
跡

遺
構
外

下
臼

砂
岩

8
分
画
　
副
溝

9
本

1
/
2

（
1
9

.6
）

（
約

4
0
）

○
一
部
赤
化
　
報
告
書
で
は
凝
灰
岩
　
5

5
1
と
セ
ッ
ト
か

7
5

未
報
告

屋
敷
地

廃
棄
土
坑

下
臼
受
皿
か

砂
岩

1
/
2

○
一
部
赤
化

7
6

未
報
告

屋
敷
地

廃
棄
土
坑

下
臼

砂
岩

1
/
4

○
臼
面
な
し
　
熱
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図3　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （1）
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図4　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （2）
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図5　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （3）
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図6　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （4）
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図7　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （5）
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図8　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （6）
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図9　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （7）
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図 10　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼実測図 （8）
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図 11　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼写真 （1）

36　小山尻東遺跡　上臼

40　上の原第 2 遺跡　上臼

10　林遺跡　上臼

37　前原北遺跡 下臼

30　湯牟田遺跡 ( 二次調査） 上臼

阿蘇溶結凝灰岩製。 ７破片を接合。 ものくばりが明瞭阿蘇溶結凝灰岩製。 挽手穴の高さまで摩耗した臼面

砂岩製。 こぼれ目か。 副溝 6 本と 1 本の区画あり

砂岩製。 （左）　供給孔口周辺のみ赤化。 ( 右）　臼面の目が放射状に施されている

砂岩製。 臼面に工具痕による目つぶしあり
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宮崎県埋蔵文化財センター所蔵の石臼からみえてきたもの（谷口　晴子）

図 12　宮崎県埋蔵文化財センター所蔵石臼写真 （2）

70　本城跡　上臼

51　林遺跡　下臼48　高岡麓遺跡　下臼

砂岩製。 二重に目が施されている

73　曽井第2遺跡　上臼

砂岩製。 側面加工が非常に丁寧。 台座文様は子持菱形

76　八幡遺跡　下臼

砂岩製。 中央にあるはずの臼面が破砕により欠損

60　塩見城跡　下臼

砂岩製。 受皿部は全周欠損。 臼面は目つぶしと

思われる敲打痕あり

砂岩製。 15.8 ㎝と小さめの臼面径

唯一の花崗岩製。 臼面に目つぶしあり




